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登山月報
　カナダのブリティッシュコロンビア州ビクトリア郊

外のサーニッチで行われたＩＦＳＣ世界ユース選手権

2013で日本は金２個、銀１個、銅１個の計４つのメ

ダルを獲得し、過去最高の成績を上げることができた。

 　今大会への参加は34ケ国で、参加人数もスピード

競技のエントリーも含め440名程度と、自分が知る

限りここ数年では最も小規模な大会だった。有力国の

スペインやニュージーランドの不参加のほか10名以

下の小規模チームが多かった。アジアからは日本と同

規模の韓国、中国は１名のみと少々さびしい感じだっ

た。唯、フランスなどは6名全員が決勝に残れそうな

少数精鋭できており、顔ぶれを見ても表彰台圏内と思

われる有力選手も多いため、トップレベルの競争は従

来同様の厳しさが予想された。

　日本チームは男女あわせて14名の選手が参加。大

会参加者が少ないことは、予選通過のハードルを下げ

ることになる。日本チームは全員予選通過。これは、

フランスのバランス大会（参加700名超規模）以来の

快挙だ。唯、バランス大会ではその後の準決勝でほと

んどが敗退。決勝に数名残るものの、表彰台には誰も

立てなかった。全員揃っての予選通過は素晴らしいが、

まだまだ気は抜けない。また、日本のユースチームは

これまでも大会日数を経るごとに選手のパフォーマン

スが落ちてくることが多かったのも気になる。そこで

今回は木村ヘッドコーチを中心に毎日必ず全体ミー

ティングを行い、士気を落とさないような工夫もした。

　世界ユースは、当たり前だが外国で開催される関係

で、時差だけでなく、言葉や生活習慣、食事などでス

トレスを感じてしまうユースが多い。特に初参加（初

海外）やYBほどその影響は大きい。観察すると、や

はりYBなど初海外組はどうしても苦労している感じ

に見受けられたが、年長のYAやジュニア海外合宿の

経験者などがフォローしてくれたので心強かった。

　予選２日のあとは１日スピードの競技で、日本はス

ピード競技への参加者がいないため、休養となり。各

自思い思いに過ごす。

　最終日（8/19）。まずはセミファイナル。朝から選

手にも、会場にも緊張感が漂っている。ここからが、

本当のワールドユースという感じだ。

　予選はフラッシュなので、チーム内で情報の共有な

どが可能だったが、ここからは個々の強さが求められ

る。

　日本チームは男子YBから２名、もっとも激戦の男

子YAも４名全員、女子YBから２名、女子Jr.から１

名の計９名が決勝に進む。数時間のセットののち、決

勝が開始された。男子YBの日比野、大髙は、これま
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でにも多く見てきた典型的な日本ユースの失速パター

ン。同じような場所であっけなく落ちてしまう。２名

ともYB初出場なので今後に期待したい。

　女子YB大場は、この大会では予選1本目を完登す

ることで幸先の良いスタートを切り、その好調さを決

勝でも維持し3位表彰台へ。同じカテゴリーの田嶋は

予選の1本と準決勝で若干詰めの甘さが出たが、決勝

では粘りで核心を突破し、優勝。

　女子Jr.尾上は、順調に決勝に進出したものの健闘

及ばず。このクラスではオーストリアのマグダレナ・

ロックが圧倒的な強さで優勝。

　男子YAは、出場枠４名をフルにして臨んだ最も期

待できるカテゴリー。事実、決勝の登りが終わった段

階の暫定順位において、１位是永、２位島谷、３位野村、

５位波田と、これはついに表彰台独占！　と舞い上が

る。しかし、他国から、１位の是永が、「クイックド

ローを使った」とのアピールが出された。結局、ジャッ

ジの判定は「クイックドローを使った」という結論で、

抗議もむなしく最終順位において、是永は大きく順位

を落としてしまう。それでも最も激戦であるYAにお

いて金、銀メダルの獲得はとても価値が高い。現在、

各大会で活躍している選手の多くがワールドユースの

YAにおいて、優勝などの表彰台経験者だからだ。逆

にいえば、YAで表彰台に上がれないまま大人の大会

で活躍することがいかに厳しいかということなのだ。

　ほか気になったのは、６名中５名が決勝に残ったフ

ランス、いつも通り強いオーストリア、開催国のお

隣のアメリカのYB選手らが目を引いた。特にアメリ

カのYB男子KAIの登りは、黒人系というだけでなく、

これまでのアメリカ男子の伝統的な登りとは明らかに

異なり個人的に一番印象に残った。

　さて、今回日本は、金２、銀１、銅１の素晴らしい

成績で終わることができた。国別のメダル獲得数では

リードに限ればオーストリアと並び１位。過去最高の

成績。

　はじめてユースチームに関わったとき、安間や野口

ら素晴らしい才能の選手もいる一方で、会場入りする

前に体調を崩す選手や、あまりの緊張で実力を全く出

しきれない選手、当然ながら予選落ちする選手も当た

り前だった。各世代の世界チャンピオンを決める大会

なのに、日本チームには修学旅行や保健室のような雰

囲気の時すらもあった。そんなときは、もちろん結果

も良くなかった。男子ではかつてワールドカップ優

勝した平山から次の安間までおおよそ10年かかった。

この10年というスパンをいかに短くするか、が大き

な課題だと思って自分は関わってきた。

　我々スタッフは、基本的に代表選手を日常的に指導

しているわけではない。ボランティア・ベースのスタッ

フによる（即席の）チーム運営というのが実情だが、

何年間にもわたり現実的な工夫は少しずつ積み重ねて

きた。とは言うものの最も今回の成績に貢献したのは、

ユース選手の指導にあたっている方々のような気がす

る。入賞の有無、代表選考に関わらず、ユースに関わっ

てきたすべての関係者の努力やその厳しい競争があっ

てはじめて今回の成績が出たと思っている。ありがと

うございました。

　今回の結果は、関わった全スタッフにとって大変う

れしく、日本のユース代表選手を本当に誇らし思った。

 （記　小日向徹）

競技結果

男子ユースＡ（YA）

１位島谷　尚季
２位野村真一郎
４位波田　悠貴
８位是永敬一郎

女子ユースＢ（YB）

１位田嶋あいか
３位大場　美和
19位 菊沢　　絢
24位 錦織　美里

男子ユースＢ（YB）
６位日比野良祐
８位大髙　伽弥

女子ジュニア（Jr.） ６位尾上　　彩

女子ユースＡ（YA）
９位小武　芽生
17位 義村　　萌

男子ジュニア（Jr.） 12位 高田　知尭

コーチ・スタッフ 木村伸介、安井博志、
鈴木友希、目次俊雄

チームマネージャー 小日向徹

男子YA優勝の島谷選手 女子YB優勝の田嶋選手



3国立立山青少年自然の家にて 浄土山 山頂にて

ジュニア登山教室 in 立山を終えて
　８月14日新宿駅19時、今回で４回目となる「ジュ

ニア登山教室 ｉｎ 立山」が無事終了した。別れ際に

中学２年生の女の子二人が「西内先生、来年は３年生

だけど絶対に募集の案内送ってください。」と言って

いたのが印象的であった。彼女達は開講式の自己紹介

の時に｢今年で４年目の参加です。最後の年なので思

いっきり楽しみたいです。｣と言っていたのに。

　今回の参加者は小学校２年生から中学２年生までの

32名、そのうち約３分の２がリピーターである。こ

の企画の人気を物語っているといえよう。

　何が子どもたちを引き付けるのか。クライミングや

登山の楽しさはもちろんだが、子どもたち自身がここ

に集まった友達と一緒にこの登山教室を作り上げ楽し

もう、そんな雰囲気が自然に醸し出され大きなエネル

ギーとなって全体を包み込んでいるからではないか。

そんな子どもたちからの｢元気｣を受け取ることので

きた４日間であった。

　11日、新宿駅を７時30分に出発。途中、高速道路

の渋滞もあったため、国立立山青少年自然の家での開

講式の前に称名の滝を見学した。滝見台で水しぶきを

浴びスケールの大きさに圧倒される。その後、自然の

家入りし開講式。6～7名の生活班に分かれて食事を

し、翌日の行動を確認した。５つの生活班は様々な学

年の子どもたちで構成されている。ちなみに今回の男

女比は男子11名、女子21名である。

　12日は午前中が立山カルデラ砂防博物館見学。博

物館の方からクマの生態や立山の地形、カルデラにつ

いて説明を受けた。博物館の飯田さんの非常に熱心な

説明ぶりが印象に残った。午後は国立登山研修所でク

ライミング。その前に研修所の食堂で食べたカレーラ

イスはとてもおいしかった。クライミングは女の子の

ほうが粘り強く何度も課題にチャレンジしていた。小

学校２年生の小さな子ががんばってトップに達した時

には、感激のあまり涙が出たと八木原副会長が語って

いた。一生懸命な姿は人を感動させる。富山大の学生

２人が富山岳連の方たちと一緒にずっとビレーをやっ

てくださった、お疲れ様です。

　13日はいよいよ登山の日。雄山、大汝山に登るＡ

班。浄土山に登るＢ班。Ｃ班は天狗平を巡るコースで

ある。Ａの１、２班は先行して大汝山まで登る。一ノ

越から雄山への登山道は沢山の登山者で数珠つなぎに

なっている。Ａの３班６名は雄山の往復。今までこの

登山教室は好天に恵まれなかったそうだ。しかし今回

は初めて青空のもと山頂に達することができた。雄山

は登山客でいっぱい。子どもたちはカップラーメンが

一杯500円なのにびっくり、また雄山神社奥の院に

行くのに500円かかることにさらにびっくり。大汝

山へは14名が登頂。黒部湖と氷河を眼下にすること

ができた。Ｂ班は７名、室堂山から立山カルデラを観

察して浄土山へ向かう。岩場の登りがかなりあり、ワ

イルドな気分を味わうことができた。Ｃ班５名は小学

校２、３年生主体、自然観察に加え雪渓での雪合戦で

盛り上がった。

　下界は35℃に迫る暑さだが、ここ立山は別天地だ。

まさに「夏なのに雪があるっ！」のである。みんな指

導の先生に従って岩場では手袋をし、強い日差しの下

では帽子をしっかりとかぶっていた。この日は富山岳

連から永山さん、黒崎さん、山岸さん、登山研修所の

渡邉所長がそれぞれのコースを一緒に歩いてくださっ

た。15時過ぎに全ての班が登山行動を終えてバスに

戻った。一日素晴らしい天気に恵まれてみんな日焼け

していい色になった。

　夕食後19時からはキャンプファイヤー。神﨑会長

の挨拶で始まり、八木原副会長扮する火の神の言葉、

歌、着火の儀式の後各班からのゲームとなった。震源

地ゲーム、貨物列車に猛獣狩りゲームも全員嬉々とし

て遊び、あっという間に時間が過ぎていった。仲間が

集まれば道具など何もなくても遊べる。現代のモノに



子どもたちと手を振って別れた。その後バスは関越道

上りで少し渋滞に巻き込まれたが、新宿駅にほぼ予定

どおりに到着した。

　｢ジュニア登山教室｣を企画、準備する際は細心の

注意をはらい神経を使う。しかし終わった後に「やっ

てよかったなあ」と心から思えることが素晴らしい。

今後も彼らが友達の輪を広げ、多くの子どもたちが山

の楽しさ、仲間との交流に心弾ませることを願ってい

る。

　最後にこの企画に携わったすべての人々に感謝の意

を表したい。また来年立山で会いましょう。

 （記　谷口浩平）

囲まれた生活の中で忘れかけていた｢友達エネルギー

｣にあふれたひとときであった。

　14日最終日は朝食、掃除の後、閉講式。「４日間の

ふりかえり」では一番楽しかったことやがんばったこ

となどを、思い思いのイラストなどを入れつつ感想用

紙がいっぱいになるまで書いた。その後、神﨑会長か

ら一人一人に修了証と記念の缶バッチが渡された。

　自然の家前で記念写真を撮り、バスで立山博物館

近くの「まんだら遊苑」を見学。他界、陽の道、天界、

闇の道を歓声を上げながら通り、最後に立ち寄った古

民家ではすぐに鬼ごっこが始まった。まさに疲れを知

らない子どもたちなのである。立山の駅前で富山県の

立山カルデラ砂防博物館 クライミング体験
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第58回 Mountain World

カラコルム２つの7000ｍ級未踏峰

池田常道

　スティーヴ・ハウスが挑んで果たせなかった２つ

の7000ｍ峰がこの夏あいついで初登頂された。クン

ヤン・チッシュ東峰（7400ｍ）とK6西峰（7040ｍ）

である。アラスカの巨大な壁をノンストップで登りき

る「ライト＆ファスト」スタイルを確立したハウスは、

2004年にチャラクサ氷河でＫ7（6934m）南壁をソロ。

翌年にはヴィンス・アンダーソンとナンガ・パルバッ

ト（8126m）南壁を一撃してピオレドールを受賞した。

　彼が翌年の目標としたのは再びチャラクサ氷河で、

いずれも未踏のＫ７西峰（6858m）とＫ６西峰（7040

ｍ）だった。しかし、この年チャラクサ氷河は、印

パ停戦ラインの緊張で閉ざされ、やむなくヒスパー

氷河のクンヤン・チッシュ東峰（7400ｍ）に変更し

た。ナンガ・パルバットの相棒ヴィンス・アンダーソ

ンと標高差2500ｍに及ぶ南西壁を攻めたが、頂上ま

で300ｍのところでロックステップに阻まれてしまっ

た。

　2007年、チャラクサ氷河は再び開放され、ハウス

とアンダーソンはスロヴェニアのマルコ・プレゼリと

共にK7西峰に初登頂した。返す刀で狙ったＫ６西峰

はしかし、セラック崩壊の危険と悪天候に妨げられ、

氷河上で１泊しただけで敗退した。その後、この当代

最強のトリオはマカルー（8463ｍ）西壁に興味を移し、

何度も挑戦するが果たせなかった。

＊

　巨大なクンヤン・チッシュ山塊の一角を成す東峰

は、2003年にポーランドのグシェゴシ・スコレクと

スタニスワフ・ピエツフ、ヤヌシュ・ゴワブが挑んで

6700ｍまで達していたが、スコレクは翌年、天山の

ハン・テングリで遭難死してしまった。2009年には

山川剛司、谷口けい、長門敬明が6100ｍまで登って

いる。

　今回初登頂に成功したのは、オーストリアのハンス

イェルクとマティアスのアウアー兄弟、それにスイス

のジーモン・アンタマッテンのトリオである。アウアー

兄弟は高所が初めてだが、アンタマッテンはネパー

ルのテンカンポチェ（6487ｍ）北東壁やジャサンバ

（7351ｍ）南南東壁を初登攀した経験があった。ＮＨ

ＫのＢＳで放送された「グレート・サミット」シリー

ズでマッターホルンの回に「ガイドのシモンさん」と

して登場していたからご記憶の向きもあるだろう。

　出発を前にしてマティアスが手指を負傷したため、

ハンスイェルクとアンタマッテンが先に入山。6400

ｍのアイスケーキ・ピークなどで順応後６月25日に

攻撃を仕掛けた。３日間で7000ｍまで達したが、ひ

どい嵐につかまっていったん下降を余儀なくされた。

４日後の攻撃は、降ったばかりの雪で雪崩の危険が

あったため5600ｍで断念となった。そうこうするう

ちに、遅れて入山したマティアスもなんとか順応過程

を消化して戦列に加わった。10日間の悪天候をしの

いだ３人は7月14日に出発、２日間で6600ｍまで登っ

た。その夜のビバークはチリ雪崩にテントを埋められ

たが翌18日は晴れ上がり、昼過ぎにはそろって頂上

に立つことができた。ハウスが敗退したロックステッ

プはいわれたほど難しくはなかったという。

＊

　ことしK6西峰に挑んだのは日本の今井健司、宮城

公博、中島健郎のトリオだった。ハウスと同じ氷河か

ら７月５日北西壁に取り付くが２日目の夜降雪に見舞

われ、翌日はビバーク地の修復に費やした。４日目は

ミックス帯を抜け稜線直下の6450ｍに達したが、翌

日再び悪天候に襲われて停滞、６日目に下降した。

　カナダのラファエル・スロウィンスキーとイアン・

ウェルステッドはその半月後、１週間の好天が続くと

いう予報に接して、同じ北西壁から攻撃を開始した。

6000ｍ付近の短いハング帯でルートを誤って１日ロ

スしたものの、４日目の７月29日に頂上を陥れた。

　彼らが初登頂に成功した日にBCに入ったのは英国

のアンディ・ハウスマンとジョナサン・グリフィス。

カナダ・ペアのライン以外に適切なルートが見当たら

ないので、もう一つの未踏峰リンク・サール（7041ｍ）

に向かったが、結局失敗に終わった。グリフィスにとっ

ては昨年に続く挑戦だった。

クンヤン・チッシュ東峰と初登頂ライン
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　８月10日～12日、真夏のクライミング大会、ジュ

ニアオリンピックカップが、例年どおり富山県南砺市

の桜ヶ池クライミングセンターで開催された。今年は

８月15日～19日に世界ユース選手権がカナダで行な

われるため、残念ながらそちらに出場する選手は不参

加。それでも、北は北海道から南は沖縄まで、全国か

ら213人の選手が集まった。さらに２人、カンボジ

アからも選手がゲスト参加し、215人となった。

　最初の２日間は予選で、選手は一日１本のルートを

フラッシングで登り、その２本のルートの成績を合計

して３日目の決勝進出者が決定。男子予選は両ルー

トともに難しく（推定5.13a/b）、完登はひとりも出な

かった。

　女子ルートは比較的やさしめ（推定5.12b）だったよ

うで、ジュニア（18、19歳＊）で３人、ユースＡ（16、

17歳）で２人、ユースＢ（14、15歳）でも２人が両ルー

トを完登した。そして特筆すべきが男子アンダーユー

スB（12、13歳）で、毎年このクラスはレベル的にも

リーチ的にも女子ルートが妥当ということで、女子に

交じる形になっているのだが、今年はなんと５人が両

ルートを完登。今後、女子ルートで行なうかどうか検

討しなければならないこととなった。

　決勝は、各カテゴリー６～12人の選手で争われた。

人数に違いがあるのは、参加者数に合わせているから

である。

　各カテゴリーの優勝の行方も気になるが、最大の注

目は、誰がいちばん到達距離を稼ぎ、総合優勝するか

であろう。その栄冠を勝ち取ったのは、男子が大阪の

清水裕登（ユースA）、女子が岐阜の水口僚（ジュニア）。

しかし、女子ルートでいちばん到達距離を稼いだのは

女子ではなく、これまたアンダーユースＢの田嶋瑞貴

であった。

 ＊…正確には年齢ではなく、生まれた年。

（文＝北山　真　写真＝伊藤孝史）

第16回ＪＯＣジュニアオリンピックカップ開催

【大会成績】リザルト(数字は決勝の成績)
男子ジュニア 女子ジュニア

１ 村井　隆一（千　葉）44＋ １ 水口　　僚（岐　阜）47＋
２ 小福田　透（岡　山）42＋ ２ 廣重　幸紀（福　井）44 
３ 田邊　匤律（静　岡）40＋ ３ 五月女美元(栃　木)37＋

男子ユースA 女子ユースA
１ 清水　裕登（大　阪）46＋ １ 竹内　彩佳（千　葉）45＋
２ 飯田　　譲（千　葉）46＋ ２ 坂井　絢音（埼　玉）36
３ 亀山　凌平（岐　阜）46 ３ 小川那瑠実(岐　阜)34

男子ユースB 女子ユースB
１ 中上　太斗（福　岡）42＋ １ 清水　夏子（千　葉）45＋
２ 豊田　将史（山　口）38+ ２ 戸田　萌希（山　梨）41
３ 楢崎　明智（栃　木）38 ３ 中村佑香梨(静　岡)37＋

男子アンダーユースB 女子アンダーユースB
１ 田嶋　瑞貴（三　重）48＋ １ 倉　菜々子（愛　知）42 
２ 土肥　圭太(神奈川)40+ ２ 樋口　結花（佐　賀）41＋
３ 川畑イサム(鹿児島)34 ３ 小島　果琳（岐　阜）28

全カテゴリーの1位～3位入賞者

抜きんでた実力を見せた
田嶋瑞貴

決勝ルートの清水裕登

2度目の総合優勝となった水口僚
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期　日　平成25年６月22日㈯～24日㈪、
　　　　　　　　　　７月13日㈯～15日㈪

会　場　東京都山岳連盟会議室（６月22日）
　　　　東京海員会館（６月14日～15日）

　　　　東京都東久留米市スポーツセンター

　　　　　　　　　　　（７月13日～15日）

参加者
○西谷善子（立教大学非常勤講師）、水村信二（明治大

学文学部教授）、宇土昌志（桐蔭横浜大学スポーツ健

康政策学部非常勤講師）、岡崎政人（神奈川県新戸塚

病院リハビリテーション科理学療法士）

○日山協

瀧本健、鈴木由朗、永井豊、中川裕、藤江理枝、廣川

厚子、井納吉一

○コーチ養成講習会受講者　10名

【第１日目　６月22日】
10:00　東京都京橋にある東京都山岳連盟会議室にて
受付開始及び開講式とオリエンテーション。

　永井豊指導副委員長より挨拶、今後のスポーツクラ

イミング（SC）の発展と競技（国際大会など）において

SCコーチの必要性を説明。

11:00　佐藤豊、佐原晴人講師による「競技の歴史、
ＩＦＳＣルール」の講義

　現在ある資料（競技の歴史）を刷新する必要性が有

る。歴史の年表（日本、海外、その年代のグレードなど）

の作成。

・古い映像など交えて歴史の説明

・ＩＦＳＣのルールブックを用いるが、長文の為有る

程度まとめて簡素化し説明する必要性がある、など受

講者から活発な意見があった。

13:30　木村伸介講師による「トレーニング(計画)」の
講義

　テキスト作成においてジムなどのトレーニング・プ

ログラムを公開するには問題点がある（知的財産権）。

・基本的なトレーニングを中心にする。

・ジュニアや大人によってトレーニングが変わる。年

齢に適したトレーニング・プランを作成する必要性な

どの討議がなされた。

15:30　安井博志、奥村晃史講師による「コーチング（コ
ミュニケーション、指導法、情報収集）」の講義

・選手のバックグランドを知ることの必要性や情報収

集について議論が行われた。

18:00　終了
【第２日目　６月23日】
　23、24日は場所が変わり晴海にある東京海員会館

の会議室で行われた。

8:30　西谷善子講師による「栄養学」の講義。
　タンパク質の上手なとり方やPFCバランス（タンパ

ク質、脂肪、炭水化物）の重要性など選手などにも聞

かせたい講義であった。

9:30　水村信二講師による「生理学」の講義。
　水村氏は明治大学内にある人工壁での授業をしてい

る事も有り、骨格筋、筋収縮メカニクスなどの講義を

していただいた。

10:30　西谷善子講師による「医学(損傷のケア・予防)」
13:30　西谷善子講師による「ケア・救急処置」の講義。
　テーピングなどプロジェクターによる説明と受講者

どうしで実際にテープの貼り合いを行った。

15:30　宇土昌志講師による「メンタルトレーニング、
イメージトレーニング」の講義。

　受講者には興味がある講義だがなかなか理解が難し

平成25年度「ＳＣコーチ養成講習会」報告
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い受講プログラムのようであった。

17:30　終了
【第３日目　６月24日】
8:30　鈴木友希講師による「クライミング技術論」の
講義

　スキャモンの発達曲線を用いた年代別の技術習得方

法（プレ、ポストの間にある）ゴールデンエイジ９～

12歳が吸収力や空間把握能力などの講義を行った。

12:30　受講者全員によるコーチングの実践について
議論を交わした。

　コーチ、上級コーチにおいて今後、国内で何人位

必要か？　なども討議され前半3日間の講習会を終え

た。

15:30　終了
【第４日目　７月13日】
　東京都東久留米市スポーツセンターで開催。

10:00　中川裕講師による「一貫指導カリキュラム」に
ついての講義

13:00　午前中に続き中川講師による「一貫指導カリ
キュラム」についての講義

16:00　奥村晃史、安井博志講師による「コーチング

の実施（ムーブとテクニック）」の講義

17:55　中貝次郎講師による「一貫指導カリキュラム」
の必要性、内容の作成について議論。

19:00　終了
【第５日目　７月14日】
9:00　有枝樹雄、篠崎喜信講師を中心にスポーツセ
ターにある屋外壁にて「セッティング」の実技講習を2

班に分かれ、成年女子で準決勝、決勝のルートをそれ

ぞれセットした。

13:00　岡崎政人講師による「ケア(テーピング)」を会
議室にて行う。

　アイシングとクーリングの違い。アイスパックの作

り方や非伸縮性、伸縮性スポーツテープの違いやス

ポーツテープとキネシオテープの違いや効果など他。

実践で使えるえるテーピングなど受講者どうし貼り合

いしながら講義が行われた。

16:00　午前中にルートセットした壁にて被験者とし
て小川弥生選手に登ってもらいコーチングの実践、選

手の評価、オブザベーションの仕方、課題の攻略など

受講生達の熱い実技が行われた。

19:00　終了
【第６日目　７月15日】
9:00　佐藤豊、佐原晴人講師による「コーチングの実
践(情報収集)」の講義

　各国のトレーニング、指導の情報収集や大会開催地

の詳細な情報の入手の必要性など細部にわたり議論さ

れた。

12:30　受講者全員での「一貫指導カリキュラム」につ
いての討議

　ワールドカップやオリンピック、世界選手権を目標

とするカリキュラムを作る必要が有る事を確認し、今

後の選手強化について各コーチがどのようなスタンス

を取るのか熱い議論が展開された。

15:00　各受講生の検定として課題論文の後日提出と
各講師として担当した内容をテキストとして提出する

事で講義終了。

15:15　瀧本健指導委員長より閉会の挨拶。
15:30　全日程の講習会終了。
 （記　井納吉一）
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平成25年度８月（25年８月）
常務理事会報告

日　時　平成25年８月８日㈭
 17：30～20：20
場　所　岸記念体育会館103会議室
出席者　神﨑会長、國松・佐藤副会
長、尾形専務理事、小野寺、西内、
仙石、森下、京オ、水島、瀧本各
常務理事、中畠監事
委　任　八木原副会長、青木常務理
事（13名中11名出席）

１．専門委員会動静
７月常務理事会以降
（７月12日～８月７日）
［報　告］
⑴自然保護委員会
　７月16日㈫　出席者13名
ア　６月常任委員会議事録確認
イ　「山はみんなの宝」憲章制定発
表会（6/27）の報告
ウ　第9回山の博覧会（富士山がテー
マ、6/29）の報告
エ　平成25年度自然公園指導員表
彰の決定（小川秀樹氏）
オ　「山岳自然保護の集い・中央大
会」の準備状況及び実施要項につ
いて
カ　平成25～26年度自然公園指導
員の委嘱について
・５名（千葉３名、北海道１名、群
馬１名）の辞退に対し千葉２名、
群馬２名、北海道１名の新任で調
整
⑵ジュニア普及委員会
　７月16日㈫　出席者４名
ア　ジュニア登山教室 in 立山の準
備について

⑶競技部合同委員会
　７月18日㈭　出席者18名
ア　競技部委員会の常任委員及び業
務分担の確定について
イ　選手登録費の改定について
・高体連登山専門部所属生徒の選手
登録について

・県大会からの選手登録、徴収範囲、
実施時期等について
ウ　高体連登山専門部の本会加盟に
ついて
エ　平成25年度ブロック研修会の
開催方法について
・名称及び内容について

竹内洋岳氏、文部科学大臣顕彰

　国際競技大会で顕著な活躍があったアスリートや指

導者を対象とした文部科学省の「スポーツ功労者顕彰」

の表彰式が、8月27日に都内のホテルで行われ、昨

年8000ｍ峰14座完登を果たした竹内洋岳（42歳）さ

んが下村博文・文部科学大臣から表彰された。

　表彰式には竹内氏のほか2012年世界選手権で42

年ぶりの優勝を果たしたソフトボール女子代表や男

子200ｍ平泳ぎの世界新記録を樹立した山口観弘（18

歳・東洋大）らが出席した。スポーツ功労者顕彰の被

顕彰者は95名。

寄贈本山森欣一 山嶺登高会50周年記念「唐沢岳幕岩」

雑誌 東京新聞社 「岳人」 №795
山と渓谷社 「山と渓谷」 №941

会
　
報

（一財）日本スポーツプレス協会（AJPS）「Extreme PRESS by AJPS」 vol.9
日本山岳写真協会 「日本山岳写真協会ニュース」 第401号
（公社）日本パワーリフティング協会 「ＪＰＡ時報」 第57号
おいらく山岳会 「山行手帖」 №644 ’13.8月
Korean Alpaine Federation 「大山聯」 2013 July Vol.175
横浜山岳会 月刊 「山 」 974号 2013年８月
FEDME 「Anuario」 2012
（公財）健康体力づくり事業団 「健康づくり」 No424 2013.8月
（公社）日本山岳会 「山岳」 2013 Vol.108
（公社）日本山岳会 「山」 No.818 2013.7月
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」 第554 H25/8/1
（公財）全日本ボウリング協会 「ＪＢＣ news」 第501号
（公財）尾瀬保護財団 「はるかな尾瀬」 vol.22
（公社）日本山岳会・自然保護委員会 「木の目草の芽」 第105号
（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」 №286
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」 №463
FEEC 「Vertex」 №249
（公社）日本山岳会 「山」 №819 2013 8月号 
三峰山岳会 「岩つばめ」 342号
和歌山県山岳連盟 「和岳連」 第39号
中国登山協会 「山野」中国戸外 2013年8月 180期
東京野歩路会 「山嶺」 №1002
日本山岳写真協会 「日本山岳写真協会ニュース」 第402号
Korean Alpaine Federation 「大山聯」 2013 Aug Vol.176
おいらく山岳会 「山行手帖」 №645 13'9
朝日連峰保全協議会 「朝日連峰保全協議会ニュースレター」 第８号
生態計画研究所 「生態計画研究所　年報」 №８
新潟県山岳協会 「新山協ニュース」 第307号
愛知県山岳連盟 「愛知岳連ニュース」 第404号

寄贈図書

【新刊図書紹介】『唐沢岳幕岩』　編著：山森欣一

　山嶺登高会創立50周年記念として、同会が初登
攀した国内有数の大岩壁である北アルプス・唐沢
岳幕岩の記念誌が上梓された。幕岩15ルートの登
攀記録と状況、収録パーティ462、実登攀者525名
がリストアップされている。本邦岩壁登攀史上稀
に見る貴重な文献である。
価　格 ：1,500円（別送料160円）
申込み方法 ：郵便振替口座番号：00140-8-727570
 　加入者名：「山森欣一 」へ代金振込み
問合せ ：FAX 03-3680-2316　 山森欣一
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オ　各事業の担当者及び会計責任者
の割り振りについて
カ　平成26年度以降の全国高校生
選抜クライミング選手権及びユー
ス日本選手権について
・開催地及び実行委員会の構成につ
いて
⑷遭難対策委員会
　７月31日㈬　出席者８名
ア　全国遭難対策協議会報告につい
て
イ　日本山岳文化学会遭難分科会の
「自己責任のまとめ」について
ウ　レスキュー講習会について
・講習会の担務について
エ　ロープ強度試験について
オ　日中韓合同救助訓練について
・25年度は５名の派遣で調整
・26年度の日本開催（谷川岳案）に
ついて
⑸ジュニア普及委員会
　８月１日（木）出席者４名
ア　中高年安全登山指導者講習会に
ついて
・申込み状況の報告
・参加者募集の促進文書の発送につ
いて
・「週刊ヤマケイ」の掲載報告
イ　ジュニア登山教室 in 立山の準
備について
ウ　全日本登山体育大会について
・第51回福井大会の報告書につい
て
・第54回大会の開催地検討
⑹指導委員会
　８月５日㈪　出席者10名
ア　７月常任委員会議事録の確認
イ　７月常務理事会報告
ウ　修了証の発行について
・７月分発行（６月常務理事会承認
分）
・ＡＣ指導員（大阪４名、岩手４名、
茨城５名）
・８月発行予定（８月常務理事会承
認分）
・ＡＣ指導員（新潟１名、茨城１名、

石川５名）
エ　指導者養成講習会実施申請（Ｓ
Ｃ指導員・北海道）について
オ　ＳＣコーチ養成講習会の報告
カ　指導員認定申請
・ＡＣ指導員：上野義一、高桑章吉
郎、中野政貴、南出達明、山口晴
美、以上石川県５名
キ　平成24年度中央開催（山口岳
連主管）時の宿泊代のキャンセル
料について
ク　ＳＣ－Ａ級主任検定員、ＡＣ－
Ｂ級主任検定員養成講習会（8/31
～9/1）について
ケ　登攀技術研修会（10/12～13、
岩手）について
コ　ＳＣ指導員養成講習会について
・ 独 自 開 催： 福 岡（11/2 ～ 3、
11/16～17）

・地方開催：宮城（8/17～ 18、
8/24～ 25）、沖縄（12/7～ 8、
12/14～15）、北海道（9/28～
29、11/2～3）、神奈川（10/19
～20、11/23～24）、鳥取（1/18
～19、1/25～26）
サ　義務研修受講の徹底について
シ　ＳＣコーチ理論検定について
⑺国際委員会
　８月６日㈫　出席者10名
ア　海外登山女性懇談会の名称と在
り方について
イ　海外登山奨励金の交付方法につ
いて
・半年単位の分割案について
ウ　第26回海外登山女性懇談会に
ついて
・日程、会場、ゲスト・スピーカー
について

２．その他の重要事項
（７月12日～８月７日）
［報　告］
⑴山岳４団体懇談会　７月17日㈬
　於：南国酒家迎賓館　
　神﨑会長、八木原・佐藤副会長、
尾形専務理事

⑵平成25年度toto助成金交付式
　７月24日㈬　於：東京プリンス
ホテル　尾形専務理事
⑶第56回高頭祭　７月25日㈭
　於：弥彦山
　神﨑会長、八木原副会長
⑷カンボジア選手歓迎会
　７月27日㈯　於：プラザエフ
　神﨑会長、小野寺、森下常務理事
⑸本会の元理事で元新潟県山岳協会
会長の室賀輝男氏逝去
　７月27日㈯
⑹山岳７団体自然環境連絡会
　７月29日㈪　於：労山事務所
　石倉委員長、松隈、徳永常任委員
⑺本会の元理事で島根県山岳連盟顧
問（元会長）の岡村一郎氏逝去
　８月１日㈭
⑻第56回全国高等学校登山大会
　８月１日㈭～６日㈫
　於：大分・九重連山　神﨑会長、
青木常務理事、高山委員長

３．議　事
⑴平成25年度７月常務理事会議事
録の承認について（承認）
⑵平成25年度専門委員会常任委員
候補者（案）について（提案通り承
認）
⑶ＳＣコーチ小委員会（仮称）の設
置について（提案通り承認）
⑷ＩＦＳＣクライミングＷＣ2014
印西大会の開催について（提案通
り承認）
⑸安全登山啓発リーフレット作成に
ついて（提案通り承認）
⑹平成25年度雪崩災害防止功労者
の候補者推薦について（遭対委員
会と事務局に一任することで承
認）
⑺「救護に関する協定書」締結に伴
う連帯保証人について（日体協や
他の競技団体等を調査して回答す
ることで承認）
⑻第４回日中韓合同技術交流研修会
の派遣について（提案通り承認）
⑼参与候補者の推薦について（提案
通り承認）
⑽ＢＭＣ国際ウインタークライマー
ズミートの派遣について（派遣を
承認。選考は国際委員会に一任）
⑾日山協オリジナル・メダル及び賞
状の作成について（提案通り承認）
⑿競技関係（特にリザルト）のＨＰ
掲出の即時対応について（結果を
送稿して貰えば即時対応は可）

八重山
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イ　第７回日中韓三国合同学生登山
の後援名義について（日本山岳会
主催）（承認）
ウ　山岳・クライミング写真展　山
岳フォトコンテスト（福井県山岳
連盟主催）（承認）
エ　エクアドル登山家“パトリシオ・
ティサレマ”来日記念講演会（在日
エクアドル大使館他主催）（承認）

６．報　告
(1)自然保護指導員の承認
　な　し
(2)指導員の認定承認
①ＳＣ指導員
　な　し
②ＳＣ上級指導員
　な　し
③アルパイン指導員
　上野義一、高桑章吉郎、中野政貴、
南出達明、山口晴美、以上石川県
５名（承認）
④アルパイン上級指導員
　な　し
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編集後記
　猛暑が続き雨不足と思っていたら、
集中豪雨、竜巻など気象変動が大き
く急激で不安になってしまうような天
気が続いている。温暖化で空気中に
蓄えられる水蒸気の量が増え一気に
放出されるらしい。又、海水面の温
度が高いので積乱雲が急速に発達し
て突風、竜巻が起きているようだ。
　さて、2020年夏季オリンピック・
パラリンピックの開催地が、東京に決
まった。スポーツ関係者、地元東京、
国民の多数は大歓迎であろう。
 （広報担当　水島彰治）
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⒀報告事項
ア　会計月次
イ　平成25年度日本スポーツグラ
ンプリ（日体協）について（三浦雄
一郎氏表彰）
ウ　平成24年度スポーツ功労者表
彰（文部科学省）について（竹内洋
岳氏表彰）
エ　高体連登山専門部の本会加盟と
選手登録について
オ　山岳ヘルメット着用奨励山域の
指定と安全登山の呼びかけについ
て
カ　2014冬季ソチ五輪のアイスク
ライミング選手派遣について（奈
良誠文、八木名恵両氏を派遣）
キ　2016年国際大学選手権のス
ポーツクライミング追加競技に係
る開催地の立候補について
ク　2014ＵＡＡＡ記念総会の準備
状況について

４．役員等の派遣について
⑴第７回日中韓三国合同学生登山レ
セプション　８月16日㈮
　於：神奈川大学横浜キャンパス
　神﨑会長
⑵2020年東京五輪招致出陣式
　８月23日㈮　於：都庁第1本庁
舎５Ｆ大会議室　尾形専務理事
⑶日本山岳写真協会写真展表彰式・
祝賀懇親会　８月31日㈯
　於：上野精養軒　神﨑会長
⑷ＳＣ・Ａ級、ＡＣ・Ｂ級主任検定
員養成講習会
　８月31日㈯～９月１日㈰　
　於：神奈川県山岳スポーツセンター
　瀧本常務理事

⑸山森欣一氏日本山岳グランプリ受
賞記念祝賀会　９月７日㈯
　於：プラザエフ
　尾形専務理事ほか
⑹東京国体組合せ抽選会
　９月９日㈪　於：岸記念体育会館
　尾形専務理事、森下常務理事、高
山委員長
⑺第４回日中韓合同技術交流研修会
　９月13日㈮～20日㈮
　於：中国・西寧
　町田、一本松常任委員、角田、毛
呂群馬遭対委員
⑻「山岳自然保護の集い・中央大会」
　９月14日㈯～16日㈷
　於：埼玉・小川げんきプラザ
　神﨑会長、森下常務理事、石倉委
員長
⑼山岳７団体自然環境連絡会
　９月27日㈮　於：労山事務所
　石倉委員長、松隈、徳永常任委員
⑽平成25年度中高年安全登山指導
者講習会（東部地区）
　９月27日㈮～29日㈰
　於：愛知・宇連山系
　神﨑会長、仙石常務理事
⑾第68回東京国体総合開会式
　９月28日㈯　於：味の素スタジ
アム　佐藤副会長
⑿ＵＡＡＡ総会
　９月28日㈯～10月2日㈬
　於：パキスタン・イスラマバード
　神﨑会長、小野寺常務理事
⒀ＵＩＡＡ総会
　10月３日㈭～７日㈪
　於：スイス・ポントレジーナ
　八木原副会長、小野寺常務理事
⒁第68回東京国体役員全体会議・
監督会議　10月３日㈭
　於：東久留米市スポーツセンター
　神﨑会長、國松・佐藤副会長、森
下常務理事、高山、山本、北山委
員長
⒂第68回東京国体山岳競技大会
　10月４日㈮～６日㈰
　於：東久留米市スポーツセンター
　神﨑会長、國松・佐藤副会長、森
下常務理事、高山、山本、北山委
員長

５．後援、協賛等の依頼について
ア　「秋田わか杉国体山岳競技記念
植樹」後援名義について（秋田県
山岳連盟主催）（承認）


